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十
三
日
（
火
）
グ
ン
グ
ン
塾
（
午
前
三
年
・
午
後
四
年
） 

 

十
四
日
（
水
）
グ
ン
グ
ン
塾
（
午
前
三
年
・
午
後
四
年
） 

十
五
日
（
木
）
三
学
期
始
業
式 

十
九
日
（
月
）
二
計
測
（
六
年
男
子
） 

二
十
日
（
火
）
二
計
測
（
三
年
） 

二
十
一
日
（
水
）
ス
キ
ー
学
習
（
二
年
）・
二
計
測
（
五
年
） 

 
 

 
 

 
 

 

活
動
委
員
会
⑤ 

 
 

 
 

 
 

 

福
祉
に
関
す
る
講
話
（
五
年
） 

二
十
二
日
（
木
）
ス
キ
ー
学
習
（
三
年
）・
二
計
測
（
四
年
） 

二
十
三
日
（
金
）
ス
キ
ー
学
習
（
四
年
）・
二
計
測
（
六
年
女
子
） 

二
十
六
日
（
月
）
二
計
測
（
一
年
） 

二
十
七
日
（
火
）
ス
キ
ー
学
習
（
四
年
）・
二
計
測
（
二
年
） 

 
 

 
 

 
 

 

性
教
育
（
六
年
）・
認
知
症
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座
（
五
年
） 

二
十
八
日
（
水
）
後
期
活
動
委
員
会
⑥ 

二
十
九
日
（
木
）
新
入
児
体
験
入
学 

三
十
日
（
金
）
ス
キ
ー
学
習
（
三
年
） 

学
校
閉
庁
日
の
期
間
、
緊
急
の
連
絡
が
あ
る
場
合
は
、
稚
内

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
（
０
１
６
２-

２
３-

６
５
１
９
）

ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
師走の冷たい空気の中、校舎には二学期を走り切った子どもたちの温もりが、まだ確かに残っています。

2025 年、本校は開校 60 周年という大きな節目の年を迎え、そして今、二学期を無事に終え、年の瀬に立って

います。この一年を振り返ると、感謝の思いが次々と胸に浮かんできます。 

 直近では『中央小祭り』において、PTA による出店の準備や運営、参観など、多くのご協力をいただきまし

た。子どもたちが自分の役割に誇りをもち、地域の方に見守られながら活動する様は、「この学校は、北地区み

んなで育てている学校なのだ」ということを、改めて実感させてくれる光景でした。子どもたちの頑張りを、幼

稚園・中学校、そして学校の外の大人たちにも見ていただけたことは、何よりの励みとなりました。 

また、二学期は、まさに「活躍の学期」でした。学習発表会では、一人一人が舞台の上で輝くだけでなく、今

年は新たに、六年生が係の仕事を担い、仲間の発表を支える役割にも挑戦しました。目立つ役も、支える役も、

どちらも大切です。自分の力を誰かのために生かす経験は、子どもたちを一回り大きくしてくれました。 

 本校の校訓は「まこと」です。物事に［ま］前向きに、［こ］好奇心をもって、［と］取り組むこと。そして、

自分一人で完結するのではなく、多様な人々と力を合わせて生きていくことです。その「まこと」を土台に、子

どもたち一人一人の違いや良さ、さまざまな才能が花開くようなベースづくりを大切にしてきました。うまくい

くことも、つまずくことも、すべてが学びです。その積み重ねが、子どもたちの未来を支える力になると信じて

います。 

さらに、中学校の校舎落成という大きな出来事もありました。高学年の子どもたちは、中学生や地域の皆さま

と一緒に、中央小学校・稚内中学校の先輩である、プロ野球横浜 DeNA の一軍打撃育成コーチ・大村巌さんの

校舎落成記念事業の講演を聴くことができました。自分でやると決めたらやりきること、その地道な努力を重ね 

 ることで夢は実現すること等、勇気をもらえた貴重な時間となりました。 

 小中学校を結ぶスカイウォークが完成し、これからは人も、思いも、学びも、行き来するこ

とになります。この新しい道は、60 年の歩みの先に生まれた、未来への架け橋です。これも

ひとえに、皆さまの長年のご支援のおかげです。 

 さらに来年は、本校が「稚内中央小学校」として歩む最後の一年となります。終わりではな

く、新たな始まりへの助走の一年です。あと一年、歩みを止めることなく、むしろ一層加速

し、義務教育学校という夢を現実にしていく動きをつくる年になります。現在、来年度に向け

た新しい取組も、小中教職員一同、真剣に考えているところです。子どもたちが九年間の学び

を見通しながら、自分の可能性を信じて挑戦できる学校を、皆さまと 15 歳の姿を共有しなが

ら、創っていきたいと考えています。 

 60 年の歴史に敬意を払いながら、次の時代へ、子どもたちの「今」と「これから」の幸せ

を、子育て運動の稚内北地区らしく家庭・地域・学校が一つになって支えていけること、北地

区の一層の発展を願い、年末のご挨拶といたします。どうぞ良いお年をお迎えください。 

十
二
月
十
二
日
、
待
ち
に
待
っ
た
「
中
央
小
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
活

動
は
、
四
年
生
以
上
の
児
童
が
主
体
と
な
っ
て
お
店
を
企
画
し
、
下
級
生
と
の
交
流
を

楽
し
む
活
動
で
す
。
当
日
は
、
本
校
の
児
童
だ
け
で
な
く
、
稚
内
幼
稚
園
・
大
谷
幼
稚

園
・
鈴
蘭
幼
稚
園
の
皆
さ
ん
も
招
待
し
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
声
が
校
内
に
響
き
渡
り
ま

し
た
。
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
に
も
「
射
的
」
や
「
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
」
の
お
店
を
出
店

し
て
い
た
だ
き
、
お
祭
り
に
華
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
活
気
と
笑
顔
に
あ
ふ
れ

た
、
夢
の
よ
う
な
時
間
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

二
十
六
日
（
金
）
グ
ン
グ
ン
塾
（
五
年
） 

二
十
七
日
（
土
）
～
学
校
閉
庁
日
（
一
月
五
日
ま
で
） 


